第十六课 歌舞伎と相撲
単語
勝負

①（勝敗）（争）胜负，胜败
△勝負を争う／争胜负
△勝負をつける（決する）／定(决)胜负
△勝負の世界のきびしさ／竞争社会的残酷性
②（勝負ごと）比赛，竞赛
△いい勝負／势均力敌的比赛
△勝負にならない／势力悬殊不足一赛
△勝負に勝つ／比赛中取胜
関連表現
☆勝負は時の運／胜败也凭时运(比喻胜败不可预测)。
負ける·勝つ
①（力やわざで劣る）输，负，败　
△戦争に負ける／战败
△Aチームは5対3でBチームに負けた／A队以5比3输给了B队。
△負けても気を落とさない／败了也不气馁。
②（屈する）屈服，示弱，不能抵制，不能克服

△語学力ではだれにも負けない／论外语水平谁也比不过(他)。
△彼女のしつこいのには負けた／对她的纠缠不休我真没法对付。
③（疾病などに）经不住
△暑さに負ける／中暑
④（質などで劣る）劣于，不如

△これは外国の品物に負けないよい品です／这是比起外国货也毫不逊色的
质品。

出入り

①（出はいり）出入，进出
△出入り口／进出口，出入口
△無用の者出入りすべからず／闲人免进（出）。 
△使用人は勝手口から出入りする／佣人由便门进出。
②（親しく訪れる）常来常往
△出入りの医者／常往来的医生
③（収入と支出）收支，金钱的出入
△今月は金の出入りが多い／这个月的收入和支出都很多。
④（増減）有出入，数目不相符。
△人数は当日になって2、3の出入りがあるかもしれない／到当天人数也许有

两三名出入。
⑤（でこぼこ）凹凸、参差不齐
△海岸線の出入りが多い／海岸线曲折(弯弯曲曲)

進行
①（前に進む）进行；（前進する）前进；（乗物が）运行，行驶
△列車が進行する／列车运行；列车行驶
△進行を妨げる／阻止前进
②（はかどる）进展，进行
△進行が早い／进展迅速
△会議は進行中である／会议在进行中
△雨が降ってきたが運動会は予定どおり進行させる／虽然下起雨来了，但是运

动会仍按计划进行。
設ける
①（用意する）预备，准备

△機会を設ける／准备机会
△一席設けて客をもてなす／设宴招待客人。
②（そなえつける）设置，设立；制定
△新しく支店を設ける／新设一个分店
△講座を設ける／开讲座
△条件を設ける／创造条件
△規則を設ける／制定规章

欠かす
（欠く）缺，缺少
　△ジョギングを一日も欠かさない／天天跑步一天不落。
　△一度も欠かさず会に出席する／每次都到会。
　△生活に欠かすことができない／生活上不可缺少。
類義語
欠く（五他）
　①（必用なものを備えていない）必要的因素不齐备，缺乏　
　△判断力を欠く／缺乏判断力
　△良識を欠く／缺乏良知
　△精彩を欠く／缺乏精彩　
　②（こわす）弄坏　
　△窓ガラスを欠く／弄坏窗玻璃
　△刃を欠く／缺刃
　③（怠る）欠缺，怠慢
　△礼を欠く／缺礼
　△注意を欠く／缺少注意
欠ける（自一）
　①（一部分がこわれる）有缺口
　△茶碗が欠ける／碗有缺口
　②（足りない）缺，不够，不足
　△この本は最後の2ページが欠けている／这本书缺最后两页。
　△1万円に千円欠ける／1万日元还差1千。
　△あの人は才能に欠ける／那个人缺乏才干。
　△乗客が1名欠ける／乘客名额还少一个人。

思わず　
(無意識にそうなる)不由自主地，情不自禁地，不知不觉地

　△思わず涙が出た／禁不住落下泪来。
　△思わず本音をはく／情不自禁地说出真心话。
　△思わず大きな声で叫ぶ／不由得大叫起来。
握る
①（手を）（指をあわせて）握；（にぎりしめる）攥；（つかむ）抓
　△なわを握る／抓绳子
　△お互いに手を握って別れた／互相握手告别。
　△電車のつり革を握る／抓住电车的吊环
　△ハンドルを握る／掌握方向盘
　②（自分のものにする）掌握；（つかまえる）抓住
　△政権を握る／掌握政权
　△秘密を握る／掌握秘密
　△相手の弱みを握る／抓住对方的弱点
触れる
①（さわる）触，碰，接触
　△手で品物に触れる／用手摸东西。
　△台風で木の枝が電線に触れて危険だ／台风刮得树枝碰到电线，很危险。
②（言い及ぶ）涉及，提到，触及，谈到
　△彼は要点には触れなかった／他没有触及到要点。

　△時間がないので簡単にしか触れられない／因为没有时间，只能简单地谈下

③（感覚に）感触到

　△目に触れる物が何でも新鮮だ／映入眼帘的事物全是新颖的〔没见过的〕
④（抵触する）触犯
　△法律に触れる／违法；触犯法律

競う
(争う)竞争，争夺；（試合する）竞赛，比赛　
　△先を競う／争先恐后
　△腕を競う／比本领
　△競って買い求める／争购；抢购

戦う
①（戦争する）作战；（戦闘する）打仗，进行斗争，战斗
　△敵兵と戦う／与敌兵战斗
　△戦わずに勝つ／不战而胜
　②（立ち向かう）斗争
　△貧困と戦う／与困难作斗争
　△寒さと戦いながら北の海を進む／冒着寒冷向北海挺进。
　③（試合する）竞赛，比赛
　△優勝をめざして戦う／为夺冠而战。
　△正々堂々と戦おう／要正大光明(光明磊落)地比赛。
　△母校の名誉をかけて戦う／为母校的名誉而奋斗。
文法
1～だけに
　　体言、活用词连体形+“だけに”，其中“だけに”是由副助词“だけ”和格助词“に”组成的词组，表示前提条件下的相应结果。类似汉语的“正因为……”。
　△年を取っているだけに、父の病気は治りにくい／正因为上了年纪，所以父亲的病很难治好。
　△彼は日本に十年以上も住んでいただけに、日本の事情をよく知っている／正因为在日本住过十多年，所以他对日本的情况很了解。
　△百年の歴史を持った労働者の下町だけに、身分の上下というものがない／正因为是有百年历史的平民城市，所以身份上没有尊卑之分。
　△試験の前だけに、風を引かないように気をつけてください／正因为是考试之前，所以注意不要感冒。 

2～（た）ところだ
　　形式体言“ところ”接在动词过去时后面，表示某动作刚进行不久。这种讲法可以与“～（た）ばかり”替换。但是“～（た）ところ”表示的是从时间上讲动作刚进行后不久,而“～（た）ばかり”则是有一种从心理上讲感觉动作做后不久的语感，所以如句中副词表明动作在离现在较远的过去所做，就不能用“～（た）ところ”，要用“～（た）ばかり”。
　△会議はちょうど今始まったところだ／会议现在刚刚开始。
　△今ちょうど食事が済んだところだ／刚刚吃完饭。
　△早く来たら、間に合うだろう。私は来たところだ／要是早点到了可能赶得上。我才刚刚到。
　△みんながそろったところで、料理が出た／当人全到齐的时侯，菜就上来了。

3～から～にかけて
这个句型表示从某一时间到某一时间，从某一地点到某一地点。
　△奈良から京都にかけて見物して歩いた／我把从奈良到京都一带都逛过来了。
　△6月から9月にかけてあそこは時々台風に見舞われる／从6月到9月，那个地方经常遭台风袭击。
　△東京から大阪にかけて風邪が流行だった／从东京到大阪一带流行感冒。
　△私は土曜日から日曜日にかけて旅行に出かける／我从星期六到星期天出去旅游了。

4～ごとに
“ごと”是接尾词，后续助词“に”构成词组作状语。“ごとに”接在名词后面，表示同类事物一个不例外地受到同等对待，类似汉语的“每……”。
　△家ごとに新聞を配達する／把报纸分发到每家。
　△6時間ごとに熱を測る／每6个小时测一次体温。
　△僕は金曜日ごとに音楽の学校に通う／我每个星期天都去音乐学校。
　△冬から春にかけて一雨ごとに暖かくなります／从冬天到开春，每下一场雨，天气就变暖和一点。
　△あの選手は試合ごとに違う技を使ってくる／那个选手每次比赛都使用不同的技巧。

5副助词なんて
“なんて”是副助词，接在体言、活用词基本形后边。视情况，“なんて”可以表示“などと”“などとは”“などという”“など”等。
△そんな馬鹿げた話なんて誰も信じませんよ／那样愚蠢的话，谁也不会相信的。
△息子が大学進学は嫌だなんて言い出して困っている／儿子说什么讨厌上大学，真是愁人。
△誤れば許してもらえるなんて甘い考えは捨てなさい／请丢掉以为犯了错误还可以请求别人原谅之类的天真想法。 
△みんなには時間を守れなんて言ったけど、そう言った本人が遅刻してしまった／说什么大家要守时，而说这话的人自己却迟到了。
△この吹雪の中を出て行くなんて、命を捨てに行くようなものだ／这样暴风雪的天气说要出去，那正如去送死。

6～（る）ところだ
“ところだ”接在动词现在时后面，表示某动作即将开始。相当于汉语的“即将……”“就要……”。
△今出かけるところだ，そこへ友達が訪ねてきた／将要出门，这时朋友来了。
△私は病院に駈けついた時、母の手術が始まるところだ／我赶到医院的时侯，母亲的手术快要开始了。
△小林さんも東京空港へ中国文化代表団を迎えに行くところだ／小林也正要去东京机场接中国文化代表团。 

7～とは（というのは）～だ
这是对某事物下定义的说法。“とは”和“というのは”的意思相同。这种表达方式常用“……のことです”结句。
△人間とは言葉を持った動物であるということができる／可以说所谓人类，就是有语言的动物。
△上京というのは東京へ行くという意味です／所谓上京，就是去东京的意思。
△私費留学生というのは、何のことですか／所谓的自费留学，是指的什么意思。
△月刊誌というのは毎月一回出る雑誌のことです／所谓月刊，就是每月出版一次的杂志。

8～以上
“以上”接在动词、形容词连体形后边，还可以接在“形容动词词干、体言+である”后边，表示一种主观的断定。这种断定把“以上”前面的内容作为已确定的前提，从这一前提出发，断定“当然该……”“必须那样做”。相当于汉语的“既然……就……”
△約束した以上、守らなければならない／既然约定了，就必须遵守。
△研究が完成した以上、これを広く人々に使ってもらうことこそ私の願いだ／我的心愿是既然研究完成了、就应当广泛地提供给人们使用。
△一旦決めた以上、変えられない／既然决定了，就不能改。
△いくら古いバスでもバスである以上、人が歩くより速いだろう／既然是汽车，多旧也该比人步行快吧。
△大学を辞める以上、学歴頼らないで生きていける力を自分で身につけなければならない／既然要从大学辍学，那就必须自己掌握不依靠学历也能生活的能力。
前文
李さんは日本の友人に誘われて、歌舞伎と相撲を見ました。歌舞伎は江戸時代から始まったもので、今でも日本の代表的な伝統芸能の一つになっています。人気のある出し物の時に、劇場のよい席はいつでも売り切れてしまうそうです。伝統文化としての歌舞伎は決まりがたいへん多く、一般の日本人にとっても分かりにくいそうです。そして、役者は役者の家の男の子しかなれませんから、伝統的演劇として守ることはやさしいことではありません。
　相撲は日本の国技で、一年に六場所行われます。相撲は人気のある日本の国技だけに、よい席はすぐ売切れてしまうそうです。相撲の勝負は行司によって判定されます。成績がよければ地位が上がり、負ければ逆に下がり、きびしい勝負の世界と言われています。
会話
（歌舞伎劇場で）
小林　李さんは今まで歌舞伎を見たことがありますか。 
李　　いいえ、まだ見たことがありません。今日は初めてです。 
小林　そうですか。 
李　　日本の伝統文化はいろいろありますが、その中で、歌舞伎は今でも代表的なものの一つでしょう。 
小林　ええ。人気のある出し物の時によい席はいつでも売り切れてしまいますよ。 
李　　切符は高いですか。 
小林　ええ、高いのは一万円以上もするんですよ。 
李　　ところで、歌舞伎はいつごろから始まったんですか。 
小林　江戸時代からです。
李　　前に歌舞伎についての本をちょっと読んでみたんですが、役者は男の人だけだそうですね。 
小林　ええ、そうです。歌舞伎が始まったころは女の役者もいたんですが、今は男だけになりました。 　　　 
李　　男の人なら、だれでも役者になれるんですか。 
小林　いいえ、役者の家の子供しかなれません。 
李　　じゃ、男がいなかったらどうするんですか。 
小林　養子をもらうという方法もあります。日本の伝統文化を守るのも容易なことじゃありませんね。 　　　 
李　　ほんとうにむずかしいですね。 
小林　今日はおすしをもってきたんですが、いかがでしょうか。 
李　　今ごはんを食べたところです。後でいただきます。ところで、観客はお弁当を食べながら芝居の始まるのを待っていたりして、とても楽しそうな雰囲気ですね。 
小林　ええ、中にはイヤホーンを耳に当てている人もいるでしょう。これは歌舞伎の解説を聞きながら、芝居を見るもので、日本語と英語のものがあります。
李　　歌舞伎は日本人にとってもわかりにくいですか。 
小林　ええ。歌舞伎には決まりがたいへん多くて、解説がなければ分からないことも多いのです。あっ、幕が開きました。舞台の左側を見てください。そこは下座と いって、歌舞伎の伴奏音楽を演奏するところです。舞台の上では、役者たちによって芝居が進行して行きますが…。 
李　　役者が見えませんね。 
小林　役者は花道から出てくるんです。花道が観客席の中に設けられ、役者の出入りが間近に見られるように工夫されています。
李　　切符を買う時は花道に近い席を選ぶとよいですね。 
小林　ええ、そうです。 
李　　舞台の場面の変化が速いですね。 
小林　ええ、歌舞伎の舞台は回り舞台といって、次の場面に素早く移り変われるようになっています。ほかに顔の隈取りやかつらなども歌舞伎の特色です。 
李　　これは中国の京劇とよく似ていますね。
（国技館で）
李　　わあ、すごい人ですね。 
藤川　ええ、毎日満員ですよ。 
李　　藤川さん、相撲は好きですか。 
藤川　ええ、大好きです。相撲のテレビ放送は毎晩欠かさず見ていますよ。昨日は大関)と横綱との対戦でしたが、あれはすごかった。思わず

 HYPERLINK "http://det.tjfsu.edu.cn/j_course_2/book_2/lesson_16/2_16_a.htm" \l "41" 手に汗を握りました。
李　　藤川さんは時々、相撲を見にいらっしゃいますか。 
藤川　ええ、好きですから暇があったら見物にきます。 
李　　相撲はいつもこの国技館で見られるんですか。 
藤川　いいえ、一月から十一月にかけて、六場所あって、シーズンごとに興行の場所が変わるんですよ。
李　　そうですか。ここはほんとうにいい席ですね。日本に来て、相撲が見られるなんて思ってもみませんでしたよ。こういう席のきっぷはふつうじゃ、なかなか手に入らないでしょう。 
藤川　そうですね。人気のある日本の国技だけに、よい席はすぐ売り切れてしまいますよ。 
李　　そうですか。これほど土俵に近いと、力士の顔もよく見えていいですね 
　　　競技はもう始まっていますか。 
藤川　いいえ、取り組みは今から始まるところです。 
李　　派手な着物を着て土俵の上で動き回っているのはどういう人ですか。 
藤川　あれが行司です。 
李　　「行司」とは何ですか· 
藤川　「行司」というのは力士の取り組を見て勝負を判定する人です。 
李　　どのように判定するんですか。 
藤川　力士は立ち上がった以上は、足の裏以外の体のどの部分でも土に触れれば負けです。それから、土俵から出たら負けです。 
李　　お相撲さんの地位はどう決めるんですか。 
藤川　成績がよければ地位が上がります。もちろん、負ければ逆に下がります。
李　　きびしい勝負の世界ですね。ところで、お相撲さんは相撲の前にどうして塩をまくんですか。 
藤川　それは昔から伝えられた習慣で、いわゆる「清め」のためです。 
李　　力士は普通の日本人よりずっと体が大きいですね。 
藤川　ええ、力士は身長一七三センチ、体重七十五キロ以上なければいけないそうです 
李　　対戦のとき、体重の制限がありますか。 
藤川　いいえ、相撲はレスリングやボクシングと違って体重の制限というものがないから、やせた力士と山のように大きな力士が対戦することもあります。 
李　　そうですか。「百聞は一見に如かず」のことばどおり、今日はいい勉強になりました。どうも、ありがとうございます。　　　　　
